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①

社会福祉協議会は、住民の方々が中心となって行う地域福祉活動を支え、安心して暮らせるまちづくりを進める機関です。

私たちのまちの地域福祉情報紙

東
や
ま
と

社
協

「しゃきょうの
　　たまちゃん」
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6月15日発行 社協だより

発行者／社会福祉法人東大和市社会福祉協議会
東大和市中央３-９１２-３
Tel：042-564-0012　Fax：042-564-3680
https://www.higashiyamatoshakyou.or.jp/

特
集

社協会費で行われている事業

ＮＯ．２２９

　会費は社協の基礎的財源です。市民の皆様が行う福祉活動を応援し、地域ならではの福祉活動の実践に活用されています。
本会は東大和市との協定に基づき、災害ボランティアセンターを中心的に設置・運営する役割があります。
　写真の「災害ボランティアセンター設置・運営訓練」は、災害時に迅速に対応できるよう、毎年多くの市民の皆様の参加の
もと開催してきましたが、令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で規模を縮小して実施しました。職員や災害
ボランティアセンター協議会メンバーの参加により、感染症対策などの新たな課題について取り組みました。

「於：社協会議室　令和3年3月10日　災害ボランティアセンター設置・運営訓練の様子」



②ー社会福祉協議会は、住民の方々が中心となって行う地域福祉活動を支え、誰もが安心して暮らせるまちづくりを進める機関です。 ー

多くの皆様の支援で成り立っています多くの皆様の支援で成り立っています―会員会費の区分―
個 人 会 員

個人として、また自治会等を通じて社協活動を支援される方々です。
300円を基本額としています。募金同様に、より多くの金額でご協力い
ただくことも大歓迎です。

福祉団体会員
社会福祉法人をはじめ、福祉施設や作業所、団体などが対象です。

企業などが対象です。社協活動を側面的に支援していただいています。
賛 助 会 員

300円より

一口 3,000円

一口 5,000円

　近年、社会福祉協議会の会費は減少傾向にあります。これ
までは、主に自治会を通じての納入や、個人によるものに頼っ
てきましたが、これからは福祉に係わる施設や団体、さらには
一般の企業など、多くの皆様にご協力をいただきながら、地
域福祉を進めてまいります。

社協を通じて地域福祉へ参加を社協を通じて地域福祉へ参加を
　社協は市民による福祉活動を推進し、「みんなが主役」の地
域福祉を目指しています。「会費」はその財源です。この制度を
通じ、地域福祉に「参加」してみてはいかがでしょう？

■各区分10口以上納入していただいた場合「特別会員」となります。

令和2年度会費の使途

サロン・こども食堂・
車いすステーション 
など
1,036,566円

その他（災害対策など）
430,299円

広報・啓発活動
156,502円

ファミリー・サポート・センター
～さわやかサービス～

（子育て支援）
186,413円

福祉団体への助成
142,556円

ボランティア支援・
養成など
152,559円

総額：2,104,895円
7.4％

20.4％

8.9％

6.8％
7.3％

49.2％

会費は以下の事業に
活用されています。 ご協力

ありがとう
 ございます！

わがまちの福祉を支える 社協会費…

※協力者の皆様の表情をお伝えするため、撮影時のみマスクを外していただております。

◆
神
明
湯
の
様
子
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

最
近
は
銭
湯
や
サ
ウ
ナ
ブ
ー
ム
も
あ
り
、

大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
県
外
か

ら
お
見
え
に
な
る
お
客
様
も
増
え
て
い
ま
し

た
。
ご
高
齢
の
方
に
は
、
リ
ハ
ビ
リ
目
的
の

電
気
風
呂
が
好
評
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い

世
代
の
方
が
一
緒
に
銭
湯
に
入
り
、
楽
し
み

な
が
ら
交
流
で
き
る
居
場
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。

◆
車
い
す
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
も
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

神
明
湯
の
中
に
車
い
す
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

設
置
し
、
ご
希
望
の
方
に
車
い
す
を
お
貸
し

し
て
い
ま
す
。
怪
我
を
さ
れ
た
方
が
病
院
へ

通
院
さ
れ
る
際
や
、
ご
家
族
と
外
出
さ
れ
る

時
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

◆
神
明
湯
は
毎
年
、
社
協
会
費
募
集
や
募
金
な

ど
社
協
事
業
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
の
社
協
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

　

私
自
身
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
手
話
講
習

会
等
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
経
験
も
あ

り
、
何
か
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と
思
い
、
会

費
や
車
い
す
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
協
力
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
社
協
の
活
動
は
あ
ま
り
認
知
さ
れ

て
お
ら
ず
、
周
知
・
Ｐ
Ｒ
活
動
を
よ
り
充
実
さ

せ
て
欲
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
銭

湯
は
多
世
代
が
交
流
で
き
る
居
場
所
に
も

な
っ
て
お
り
、
銭
湯
へ
通
う
こ
と
で
お
互
い

が
見
守
る
仕
組
み
も
で
き
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
は
、
大

勢
で
集
ま
る
こ
と
は
難

し
い
で
す
が
、
収
束
し

た
ら
地
域
で
交
流
で
き

る
居
場
所
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

◆
蔵
敷
自
治
会
は
毎
年
社
協
会
費
募
集
や
募
金

な
ど
社
協
事
業
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
社
協
か
ら
会
費
募
集
や
募
金
な
ど
の

協
力
依
頼
が
く
る
と
、
自
治
会
独
自
の
チ
ラ
シ

を
作
成
し
、
自
治
会
員
へ
周
知
し
て
い
ま
す
。

社
協
の
こ
と
を
知
ら
な
い
自
治
会
員
も
い
る
た

め
、
自
治
会
独
自
の
方
法
で
理
解
を
得
ら
れ
る

よ
う
工
夫
し
て
回
覧
し
て
い
ま
す
。

◆
蔵
敷
自
治
会
の
活
動
に
つ
い
て

　

２
５
０
名
の
会
員
の
い
る
大
き
な
自
治
会

で
す
。
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
を
、
安
全
に

安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
皆
で
協
力
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
自
治
会
イ
ベ
ン
ト
は
自

粛
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
毎
年
行
っ

て
い
る
納
涼
祭
は
子
ど
も
た
ち
か
ら
高
齢
の

方
ま
で
が
皆
で
楽
し
め
る
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

明
る
く
元
気
に
楽
し
く
過
ご
せ
る
魅
力
あ
る

ま
ち
に
し
た
い
と
常
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど

地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
の
活
動
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
、
自
治
会
の
役
割

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
今
後
の
社
協
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

　

住
民
の
た
め
に
安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
は
、
自
治
会
も
社
協

も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

社
協
は
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

社
協
の
事
業
の
こ
と
も
知
ら
な
い
市
民
も
ま

だ
ま
だ
多
く
い
ま
す
。

　

今
後
も
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
会

費
を
活
用
し
た
事
業
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
社
協
会
費
へ
の
理
解
も
深

め
ら
れ
、
会
費
を
納
入
す
る
市
民
も
増
え
る

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
も
市
民
の
た

め
に
会
費
を
活
用
し
た
よ
り
よ
い
事
業
を

行
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

多
世
代
が
交
流
で
き
る

『
居
場
所
』
を
目
指
し
て

安
全
で
安
心
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

東京都北多摩浴場組合　
神明湯代表　

栗原和治さん

蔵敷自治会　
会長　

鈴木 哲さん



③

使用済み切手のご寄付にご協力ください！　使用済み切手のご寄付にご協力ください！　

ほっ、と
ひと息

　社会福祉協議会では、使用済み切手のご寄付を受け付けています。最近は生
活の様々な場面でデジタル化が進み、切手を使ったお手紙などは減っています
が、それでも毎年、たくさんの使用済み切手が社協へ寄せられています。令和2年
度はコロナ禍にあって、ステイホームでできるボランティアとして、使用済み切手
の回収をしてくださる方も多く、115件の個人・団体の
皆様にご協力をいただくことができました。
　その中の一つ、南街の親和自治会では、有志の方によ
る使用済み切手の回収が行われています。令和2年度は
22世帯から7,403枚ものご寄付をいただきました。同自
治会では、前年度より多くの切手が集まったそうです。
　ご寄付いただいた切手は、ボランティアが整理した
後、青梅市の盲老人ホーム聖明園へ寄贈し、換金して視
覚障害のある高齢者の福祉のために活用されます。封
書やはがきの使用済み切手、ぜひ捨てずに社会福祉協
議会へご寄付ください！

親和自治会大村会長（右）と
佐野さん（左）

夏！体験ボランティア夏！体験ボランティア
　夏の時期を利用し、ボランティア体験ができます。今年度も前年度
に続き、新型コロナウイルス感染症の影響により、体験できる内容や
受け入れ人数に制限があります。
　また、状況により体験が中止になる可能性も
ありますので、ご了承の上ご参加ください。

■募集人員　通常メニュー　 約30名
　　　　　　小学生メニュー 約30名
　　　　　　※募集数は協力施設・団体の状況により変動あり
■対　　象　市内在住の小学生以上で関心のある方
■活動内容　①市内福祉施設や保育園でのボランティア活動体験
　　　　　　②小学生向け特別メニュー
 　　　　　　  （ボランティアグループ等の活動体験）　
■そ の 他　マスク着用、手洗い、手指消毒、検温等活動先が指定
　　　　　　する感染拡大防止の対応に従ってください。
　　　　　　※詳細は7月1日以降当会HPにてご案内いたします。
■申　　込　7月28日(水)までにお申し込みください。

①のボランティア体験を希望される方は申込書にご記
入のうえ、窓口にお越しください。

②のボランティア体験を希望される方は電話にてお問
い合わせください。

※受付対応時間→月～土 ８:30～17:15（日曜・祝日
は受付できません）

■問 合 せ　東大和ボランティア・市民活動センター
                 Tel.042-564-0035

梅雨空にきれいな紫陽花が咲く季節となりました。
しとしとと雨に濡れて咲く水色や桃色、紫色の優しい色合いの花を見ると、
心が落ち着き、コロナ禍で不安な気持ちも少し和らげてくれます。

１．自治会などを通じて
　 増強月間（７月）前後に社協より自治会等へ取りまとめや一括納入をお願いしています。
　 くわしくはお問い合わせください。
２．振込み　
　

3. 窓　口　 当会にて直接承ります。

①銀行名　ゆうちょ銀行　大和支店
　口　座 ： ００１７０－３－１１６５４１
　名　義 ： 福）東大和市社会福祉協議会

②銀行名　東京みどり農業協同組合　東大和支店
　口　座 ： 普通　２２０３４５３
　名　義 ： 福）東大和市社会福祉協議会

紫 陽 花 の 花 言 葉 …
　諸説いろいろありますが、小さな花が密集して咲いているように見えること
から、「団欒」「和気あいあい」という花言葉があります。
　コロナ禍で３密（密集、密閉、密接）は禁物で、皆で和気あいあいと
集まって団欒することは、しばらく我慢しなければならない時期です。
　今は、小さな花たちが仲良く集まって咲く紫陽花の花を眺めて、コロ
ナ禍後の明るく過ごせる生活を楽しみに待ちたいですね。

ボランティアセンターからボランティアセンターから

　
社
会
福
祉
協
議
会『
社
協
』の

会
費
が
年
々
減
少
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
私
た
ち
Ｐ
Ｒ
検
討
委
員
会

は
、『
社
協
』を
広
く
知
っ
て
貰

お
う
と
社
協
の
た
ま
ち
ゃ
ん
や

広
報
誌
の
作
成
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
刷
新
な
ど
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。で
も
、会
費
の
維
持
に

は
繋
が
っ
て
い
な
い
の
が
残
念

で
す
。

　
今
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
も

進
ん
で
お
り
、街
頭
で
の
募
金

活
動
も
苦
し
い
と
い
う
話
も
聞

き
ま
す
。『
社
協
』の
活
動
も
、ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
よ

う
な
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
時
代
な
の
か
。そ
れ
で

も
、今
ま
で
や
っ
て
き
た
よ
う

に
地
に
根
を
生
や
し
て
直
接
触

れ
合
う
こ
と
、お
互
い
に
顔
が

見
え
る
地
域
作
り
も
必
要
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、こ
れ
か

ら
も
携
わ
り
た
い
で
す
。

（
鈴
木　
拓
）

P
R
検
討
委
員
会
よ
り

―納入の方法―

広 告



※下記のイベントや講習等は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、中止や変更となる場合があります。

④

※
全
て
マ
ス
ク
着
用
必
須
。入
室
時
に
検

温
、ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
実
施
い
た
し
ま

す
。ま
た
、発
熱
、風
邪
の
症
状
が
あ
る
方

は
参
加
を
ご
遠
慮
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
あ
ん
し
ん
東
大
和
」で
は
権
利
擁
護
の

視
点
の
も
と
、「
成
年
後
見
制
度
の
相
談・

支
援
」、「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助（
地
域

福
祉
権
利
擁
護
事
業
）」、「
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
苦
情
対
応・相
談
」、「
専
門
職
に

よ
る
成
年
後
見・ふ
く
し
法
律
相
談
」な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
、あ

ん
し
ん
東
大
和
職
員
が
地
域
に
出
向
き
ま

す
。ぜ
ひ
、お
話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

《
相
談
の
例
》

〇
一
人
暮
ら
し
の
母
が
訪
問
販
売
の
被

害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
。

〇
認
知
症
や
障
害
等
に
よ
り
判
断
能
力

が
低
下
し
、預
金
の
引
き
出
し
や
日
常

的
な
金
銭
管
理
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

日　
時　
６
月
25
日（
金
） 

午
前
９
時
〜
正
午

場　
所　
清
原
市
民
セ
ン
タ
ー
集
会
室
１

※

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
た
め
、車
で

の
来
館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
あ
ん
し
ん
東
大
和

電　
話　
０
４
２-

５
９
０-

０
０
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
４
２-

５
６
４-

３
６
８
０

　
弁
護
士
に
寄
せ
ら
れ
る
相
続
や
日
常
生

活
に
よ
る
問
題
の
相
談
を
事
例
と
し
て
取

り
上
げ
、わ
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

日　
時　
７
月
15
日（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　
（
受
付
９
時
30
分
よ
り
）

場　
所　
社
会
福
祉
協
議
会

講　
師　
佐
々
木 

洪
平 

弁
護
士（
ひ
め
し
ゃ

ら
法
律
事
務
所
）

参
加
費　
無
料

定　
員　
20
名（
先
着
順
）

申
込
み　
６
月
15
日（
火
）か
ら
開
始　

７
月
２
日（
金
）ま
で
に

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て

あ
ん
し
ん
東
大
和
へ

電　
話　
０
４
２-

５
９
０-

０
０
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
４
２-

５
６
４-

３
６
８
０

※

手
話
通
訳
が
必
要
な
方
は
申
込
時
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

日　
時　
①
８
月
30
日（
月
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

②
８
月
31
日（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

※

２
日
間
の
受
講
が
望
ま
し
い
。

場　
所　
社
会
福
祉
協
議
会

内　
容　
①
高
齢
者
の
支
援
に
つ
い
て

②
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、な
ど
。

申
込
み　
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン

タ
ー
へ
電
話
ま
た
は
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電　
話　
０
４
２-

５
６
７-

０
０
１
３

※
後
述
の
協
力
会
員
と
し
て
登
録
す
る
た

め
に
は
、本
講
座
の
受
講
が
必
要
で
す
。

協
力
会
員
に
な
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
る

方
、さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
の
あ

る
方
、ご
自
身
の
た
め
に
勉
強
し
た
い

方
な
ど
、ぜ
ひ
、さ
わ
や
か
講
座
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
（
ヘ
ル
パ
ー・看
護
師・保
育
士
な
ど
の
有

資
格
者
大
歓
迎
で
す
。ぜ
ひ
ご
自
身
の
知

識
や
経
験
を
活
か
し
ま
せ
ん
か
！
）

　
市
民
の
福
祉
に
対
す
る
理
解
の
向
上
と

啓
発
な
ど
を
目
的
に
毎
年
、11
月
第
２
日
曜

日
に
福
祉
祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
今
年
は
形
を
変
え
て
実
施
を
検

討
し
て
い
ま
す
の
で
、市
民
、企
業
、商
店
の

皆
様
に
東
大
和
社
協
お
よ
び
福
祉
祭
を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
、ま
た
福
祉
祭
を
市

民
に
と
っ
て
活
気
あ
る
魅
力
あ
る
お
祭
と

す
る
こ
と
を
目
的
に
地
域
の
企
業
、商
店
の

皆
様
よ
り
協
賛
金
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
福
祉
に
理
解
の

あ
る
企
業
と
し
て
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、ご
検
討
、ご
協
力
く
だ
さ
い
。

協
賛
金　
一
口　
五
千
円（
何
口
で
も
可
）

申
込
締
切　
７
月
30
日(

金)

協
賛
特
典　
本
会
広
報
紙
等
で
の
掲
載
。

※

詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
ほ
か
、お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
生
活
資
金
に
困
っ
て
い
る
方
へ
貸
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。く
わ
し
く
は
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対　
象　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
、休
業・失
業
等
に
よ

り
収
入
の
減
少
が
あ
り
、緊
急
か

つ
一
時
的
な
生
活
維
持
の
た
め
の

生
活
費
を
必
要
と
す
る
世
帯

貸
し
付
け
の
種
類
と
上
限
額　

〇
緊
急
小
口
資
金  

20
万
円

据
置
期
間 

・ 

１
年
以
内

返
済
期
間 

・ 

２
年
以
内

〇
総
合
支
援
資
金

単
身
世
帯　
月
15
万
円×

３
か
月

複
数
世
帯　
月
20
万
円×

３
か
月

据
置
期
間 

・ 

１
年
以
内

返
済
期
間 

・ 

10
年
以
内

貸
付
利
子　
無
利
子

保
証
人　
不
要

申
請
期
間　
８
月
末
日

問
合
せ　
社
会
福
祉
協
議
会
総
務
係

電　
話　
０
４
２-

５
６
４-

０
０
１
２

※

原
則
、郵
送
で
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
な
ど
、

様
々
な
ご
事
情
で
生
理
用
品
を
用
意
す
る

こ
と
が
難
し
い
方
が
増
え
て
い
ま
す
。ご

使
用
予
定
の
な
い
生
理
用
品
や
配
付
用
の

生
理
用
品
購
入
を
目
的
と
し
た
寄
附
金
を

受
付
け
て
い
ま
す
。ご
寄
附
い
た
だ
き
ま

し
た
生
理
用
品
等
は
購
入
が
困
難
な
方
や

必
要
な
方
へ
お
渡
し
し
ま
す
。配
付
方
法

や
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、後
日
、本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し
ま
す
。

ご
寄
附
い
た
だ
き
た
い
も
の　

①
生
理
用
品
全
般（
ナ
プ
キ
ン
、タ
ン
ポ

ン
等
）種
類・メ
ー
カ
ー
等
問
わ
ず
。

未
開
封
の
も
の
。

②
生
理
用
品
配
付
に
活
用
さ
れ
る
寄
附
金

方　
法　

①
社
協
窓
口
へ
の
ご
持
参
ま
た
は
郵
送

（
送
料
は
ご
負
担
く
だ
さ
い
）

②
寄
付
箱
へ
の
お
持
ち
寄
り

　
（
東
大
和
市
役
所
１
階　
子
育
て
支
援
課
前
）

問
合
せ　
社
会
福
祉
協
議
会

電　
話　
０
４
２-

５
６
４-

０
０
１
２

　
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー
事

業
〜
さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
〜
で
は
、協
力

会
員
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。

事
業
内
容　
さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
に
よ

る
有
償
の
相
互
援
助
活
動
で
す
。

謝
礼
金　
１
時
間
９
０
０
円
〜
１
，１
０
０
円

※

お
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、決

ま
っ
た
額
の
収
入
を
見
込
め
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

活
動
内
容　

　
小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家

庭
の
子
育
て
支
援
、ま
た
産
前
産
後
の
方
の

い
る
ご
家
庭
や
、高
齢
者・障
害
者
等
へ
の

家
事
支
援
な
ど

※

ご
自
身
の
生
活
の
中
の
空
い
た
時
間
を

利
用
し
て
、地
域
の
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

資　
格　
さ
わ
や
か
講
座
修
了
者

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー・看
護
師・保

育
士
な
ど

問
合
せ　
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

電　
話　
０
４
２-

５
６
７-

０
０
１
３

　
ヘ
ル
パ
ー
資
格
の
あ
る
方
、社
協
の
登

録
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
地
域
で
一
緒
に
働
き

ま
せ
ん
か
！

　
仕
事
未
経
験
の
方
、ブ
ラ
ン
ク
の
あ
る

方
で
も
大
丈
夫
で
す
！
慣
れ
る
ま
で
丁
寧

に
説
明
し
、同
行
し
ま
す
の
で
心
配
は
い

り
ま
せ
ん
。研
修
も
あ
り
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
、お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修
了

者
及
び
旧
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
以
上
お
持
ち
の
方

給　
与　
時
給
１
，２
５
０
円
か
ら

※

諸
手
当・有
給
休
暇
あ
り

事
業
内
容　
料
理
や
掃
除
、買
物
な
ど
の
家

事
援
助
、お
風
呂
や
排
泄
の
お

手
伝
い
な
ど
の
身
体
介
助

応
募
方
法　
履
歴
書（
写
真
有
り
）を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。後
日
面
接
日

を
連
絡
し
ま
す
。

問
合
せ　
東
大
和
社
協
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

電　
話　
０
４
２-

５
６
４-

０
０
３
８

　
信
頼
と
実
績
の
あ
る
居
宅
介
護
支
援
事

業
所「
東
大
和
社
協
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

セ
ン
タ
ー
」で
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
！

　
介
護
保
険
制
度
開
始
当
初
か
ら
継
続
し

て
い
る
事
業
所
で
す
。

　
東
大
和
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
の

ひ
と
つ
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　
介
護
支
援
専
門
員

給　
与　
月
給
２
３
３
，０
０
０
円
か
ら

※

諸
手
当・有
給
休
暇
等
あ
り

仕
事
内
容　
介
護
保
険
居
宅
介
護
支
援
業
務

※

一
部
、社
会
福
祉
協
議
会
の
業
務
も
あ

り
ま
す
。

応
募
方
法　
履
歴
書（
写
真
有
り
）を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。後
日
面
接
日

を
連
絡
し
ま
す
。

問
合
せ　
東
大
和
社
協
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
セ
ン
タ
ー

電　
話　
０
４
２-

５
６
４-

０
０
５
４

　
コ
ロ
ナ
禍
の
特
別
対
応
と
し
て
、市
内

で
実
施
さ
れ
て
い
る
サ
ロ
ン
や
元
気
ゆ
う

ゆ
う
体
操
に
参
加
し
、ポ
イ
ン
ト
を
貯
め

る
他
、自
宅
で
の
活
動
に
お
い
て
も
、ポ
イ

ン
ト
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
自

宅
で
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。）

　
30
ポ
イ
ン
ト
毎
に
景
品
一
つ
と
交
換
で

き
ま
す
。（
１
年
間
の
上
限
は
90
ポ
イ
ン
ト

分
と
な
り
ま
す
。）

　
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
景
品
交
換
期
間
】

　
８
月
２
日（
月
）〜
９
月
30
日（
木
）日・

祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

と
な
り
ま
す
。

※

交
換
期
間
以
外
は
交
換
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
芝
中
こ
ど
も
食
堂
は
、月
に
１
回
芝
中

住
宅
の
イ
19
号
棟
集
会
所
で
開
催
し
て
き

ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
会
場
が
使
用
で
き
な
い
た
め
、令
和
４

年
３
月
ま
で
活
動
を
休
止
い
た
し
ま
す
。

再
開
す
る
際
に
は
、社
協
だ
よ
り
等
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
本
会
評
議
員
が
第
69
回
東
京
都
社
会
福

祉
大
会
に
お
い
て
東
京
都
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
金
山
幸
子
評
議
員
は
平
成
19
年
か
ら
、

才
郷
一
男
評
議
員
は
平
成
21
年
か
ら
本
会

評
議
員
と
し
て
、長
期
に
わ
た
り
本
会
の

発
展
と
東
大
和
市
の
地
域
福
祉
の
向
上
に

貢
献
し
た
こ
と
に
よ
る
受
賞
で
す
。

善 意 の ご 寄 付
次の方々から善意のご寄付がありました。厚く
お礼申し上げます。（敬称略・順不同・単位：円）
（令和3年4月1日～令和3年5月31日受領分）

お　名　前 金　額
3,000
30,000
3,400
10,000
8,136
10,000

合計　64,536

山中　武
森田庸夫
理容　西川
奈良橋日月自治会
東大和社協役職員有志
その他　匿名　（ 2 件）

④ー 次回の社協だよりは、9月15日発行予定です。 ー　 ※広告に関する問合せは、フレックス㈱ ☎042-528-3722へ

東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
受
賞

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

協
力
会
員
養
成
講
座（
さ
わ
や
か
講
座
）

令
和
３
年
度　
あ
ん
し
ん
東
大
和
講
演
会

『
事
例
か
ら
学
ぶ
〜
暮
ら
し
と
相
続
〜
』

イ
ベ
ン
ト・講
習
等
の
ご
案
内

登
録
ヘ
ル
パ
ー
募
集

社
協
事
業
の
ご
案
内
な
ど

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
例
貸
付

生
理
用
品
等
の
ご
寄
附
の
お
願
い

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
募
集

第
44
回
東
大
和
市
福
祉
祭
協
賛
企
業
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

協
力
会
員
募
集

芝
中
こ
ど
も
食
堂
の

活
動
休
止
に
つ
い
て

あ
ん
し
ん
東
大
和
職
員
に
よ
る『
出
張
相
談
』

東
大
和
元
気
ゆ
う
ゆ
う
ポ
イ
ン
ト

事
業
景
品
交
換

令
和
３
年
度
第
１
期

景
品
交
換
期
間
を
ご
案
内
し
ま
す

広 告


